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べる。対象は、被験者は健常成人 22 名とした。VR デバイスは HTC VIVE（HTC 社製）を
用いた。VR 映像は、安静映像、不快映像、快映像を各３種類、計 9 映像選定した。本研
究では、VR 映像非視聴時と各 VR 映像視聴中の指尖容積脈波を測定した。選択的体性神















対象は、被験者は健常成人 22 名とした。VR デバイスは HTC VIVE（HTC 社製）を用い
た。VR 映像は、第４章と同様の映像とし、安静映像、不快映像、快映像を各３種類、計 9
映像選定した。本研究では、VR 映像非視聴時と各 VR 映像視聴中の脳波を測定した。選






































スクでは、脳活動として、θ 波出現率及び β 波出現率は増大し、α 波出現率は減少するこ
とを示した。 
第４章では、VR 環境下における選択的体性神経電流刺激による体表面知覚電流値への
影響と、それに伴う自律神経活動を指尖容積脈波解析により抽出した研究成果について
述べた。不快映像、快映像視聴時には、末梢（遠位）血管における交感神経活動が優位
に反応し、安静映像時では、中枢（体幹部）領域における交感神経活動が減弱すること
を示した。 
第５章では、VR 環境下における選択的体性神経電流刺激による体表面知覚電流値への
影響と、それに伴う脳中枢神経活動を脳波解析により抽出した研究成果について述べた。
本研究の結果、不快映像、快映像視聴により、痛み指数、痛み主観評価相対値が低値を
示した。α 波出現率は不快映像視聴時に低値を示し、β 波出現率は不快映像・快映像視聴
時に高値を示した。 以上の結果より、VR 映像視聴による没入感覚及び不快情動ストレス、
快情動ストレス負荷は、体表面に起因する体性痛の軽減に有用である可能性を示した。 
第６章では、総括と今後の展望を述べた。 
本博士論文より得られた一連の成果は、VR 映像を用いることで体性痛軽減を行うこと
が可能であることを、脳中枢神経活動及び自律神経活動に基づいて、客観的に評価した
ことである。これらの成果は、将来、医療領域における疼痛緩和治療の一助となる意義
の高い知見であったと考えられる。 
以上を総合した結果、本審査委員会では、本論文が「博士（応用情報科学）」の学位授
与に値する論文であると全員一致により判定した。 
